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　1996 年 11 月 6 日、アメリカ留学中のことで
ある。その日はアメリカ大統領選挙の投票日で、
夕食後にテレビで開票速報を見ていた。すると、
5 歳の娘が私の隣に座って一緒にテレビの画面
を見つめ始めた。普段はアニメの番組を見るこ
とが多いのに、「誰が大統領になったの？」と
聞いてくる。「まだ分からない。」なんて会話を
続けているうちに娘は寝入ってしまった。翌朝、
いつものように出勤途中で娘を保育園に送り届
けると、数人の子どもたちが駆け寄ってきて得
意そうな面持ちで娘に質問した。
　「Guess who won the presidential race.」
　娘は、あ、しまったというような表情をして
何も答えることができなかった。なぜ昨日、一
生懸命開票速報を見ようとしていたのか、腑に
落ちた瞬間だった。そうだったのか、保育園で
話題にしていたのか。クリントンが大統領に
なったよと朝起きたときに伝えなかったことを
とても後悔した。
　アメリカでは、自分の意見をしっかり持ち、
発言することが期待される。それはアメリカ人
の気質ではなく、そうするよう幼い頃から教育
されているからだと思った。娘が通っていた保
育園では、show and tell という時間があった。
自分が大事にしているもの、例えばぬいぐるみ
などを持ってきて、なぜこのぬいぐるみが大事
なのかをみんなの前で語るのである。
　日本では子どもは子どもらしく、無邪気な子
ほどかわいがられることが多い（たぶん）。大
人と子どもが対等ではないのである。皆さん
は近所の子どもたちから声をかけられるとき、
何と呼ばれるか。日本ではおじさん、おばさん
と呼ばれるのが一般的だと思うが、アメリカで

は 5 歳児でも私のことを「Mr. Owan」と呼んだ。
私のラボの同僚は、子どもが素直に言いつけ
を守ると必ず「Thank you」と言った。子ども
が 1 人の人間として対等に扱われていると感
じた。
　日本では、大人は子どもを上から目線で見る
ことが多い。だから、子どもには政治の話は必
要ないと考えてしまう。国にとって大事なこと
だからと 5 歳児でも分かりやすい言葉で説明す
る方が、責任ある大人を育てることになるので
はないだろうか。子どものときの教育が、一人
の人間としてバランスのとれた人格を形成する
のに大きな影響を及ぼすのは間違いない。
　教育基本法の第 1 条に教育の目的が示されて
いる。「教育は、人格の完成をめざし、平和的
な国家及び社会の形成者として、真理と正義を
愛し、個人の価値をたつとび、勤労と責任を重
んじ、自主的精神に充ちた心身ともに健康な国
民の育成を期して行わなければならない。」世
界中がこの考えを基に人間を教育することがで
きれば、戦争などの争いごとは無くなるのにと
思う。よくできた条文である。ところが、実際
は多くの国で、その国にとって都合の良い人間
を作り出すために教育が用いられている。
　昨年 5 月 19 日の沖縄タイムスに、香港「考
える教育」消滅という記事が載った。「中国化」
が加速する香港では、批判的な思考力を育てる
教養科目が廃止され、中国への愛国的な内容が
目立つ公民が大学入学共通試験に初導入された
と伝えている。政治に無関心な「ノンポリ」学
生を増やしたいという当局の狙いらしい。
　イスラエルの高校教師が、ガザで犠牲になっ
た子どもらの写真とともに「この狂気を止める
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んだ」と SNS に投稿したところ、教育当局に
呼び出されて解雇されたというドキュメンタ
リー番組があった。その後、解雇は無効になり
復職したが、投稿に反発する生徒らに囲まれて、
罵声を浴びせられる姿も放映され、10 代でも
教育で人の考えは大きく左右されることに驚愕
した。
　さて、翻って、身近な問題として研修医の教
育について考えてみよう。働き方改革で、研修
医の仕事時間は夕方 5 時過ぎに終了することに
なった。整形外科の診療が夕方 5 時に終わるこ
とはないので、5 時になると帰っていいよと声

をかける。本来なら働く時間は外から規制され
るものではなく、自分の生き方で選択できるよ
うにすべきだと思う。しかし、それだと「自主
的に働きたい」という考えが現場での暗黙の圧
力に繋がる可能性がある。決められた働く時間
の中で、いかに効率の良い学びを実践できるか
が、今後の研修医教育の鍵になると思う。
　突き詰めて考えると、教育の土台は、これか
らどんな人間になって欲しいか、どんな医者に
なって欲しいかにあるのだと思う。根本のこと
をしっかり考えることが、私たちに課せられた
義務ではないだろうか。

日本医師会定例記者会見に関する周知
　日本医師会では原則、毎週水曜日に定例記者会見を開催し、松本会長始め常勤役員が
日本医師会の考えや取り組みなどについて説明しています。
　その模様は下記の広報物に掲載していますので、ぜひご覧下さい。

■日本医師会公式
　YouTube チャンネル

■日本医師会ホームページ
　「日医 on-line」

■沖縄県医師会公式
　YouTube チャンネル

■沖縄県医師会ホームページ

問い合わせ先：日本医師会広報課　E-M:kouhou@po.med.or.jp
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